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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自由流動粉末の形態での改善された分散剤組成物を製造する方法であって、前記方法が
、a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレンホルム
アルデヒド縮合物スルホネートとを同時乾燥するステップを含み、該方法が、成分a)およ
びb)のブレンドされた水性混合物を得るためにa) の水性混合物およびb)の水性混合物を
ブレンドした後、改善された分散剤組成物を自由流動粉末の形態で得るために、該ブレン
ドされた水性混合物を乾燥するサブステップを含み、該少なくとも１種のリグニンスルホ
ネートが、リグニンスルホネートのナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウムま
たはアンモニウム塩であり、該少なくとも１種のナフタレンホルムアルデヒド縮合物スル
ホネートが、式（Ｉ）：
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【化１】

を有し、ここで、各Rは独立して、水素、C1-30の直鎖もしくは分岐鎖のアルキルもしくは
アルケニル基であり；各Xは独立して、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモ
ニウム、モノ-、ジ-もしくはトリ- C1-4アルキルアンモニウム、またはモノ-、ジ-もしく
はトリ- C1-4ヒドロキシアルキルアンモニウム部分であり、nは1～25の整数である、方法
。
【請求項２】
　各Rが独立してC1-4アルキル基である請求項１記載の方法。
【請求項３】
　成分a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレンホ
ルムアルデヒド縮合物スルホネートの比が、前記成分a)および成分ｂ)の混合物において
、5：95～95：5の範囲にある請求項１記載の方法。
【請求項４】
　成分a)対成分b)の比が、前記成分a)および成分ｂ)の混合物において、10：90～90：10
の範囲にある請求項３記載の方法。
【請求項５】
　成分a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレンホ
ルムアルデヒド縮合物スルホネートの比が、前記成分a)および成分ｂ)の混合物において
、25：75～75：25の範囲にある請求項４記載の方法。
【請求項６】
　自由流動粉末の形態での改善された分散剤組成物であって、該組成物が、a)　少なくと
も１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレン縮合物スルホネートと
の乾燥されたブレンドを含み、かつ該分散剤組成物が、CIPACのMT161法に従って測定され
た、345ppmの水を含む43重量％アトラジン懸濁濃厚物に基づいて少なくとも83％の懸濁性
％を有し、該少なくとも１種のリグニンスルホネートが、リグニンスルホネートのナトリ
ウム、カリウム、マグネシウム、カルシウムまたはアンモニウム塩であり、該少なくとも
１種のナフタレン縮合物スルホネートが、式（Ｉ）：

【化２】

のナフタレン縮合物スルホネートであり、ここで、各Rは独立して、水素、C1-30の直鎖も
しくは分岐鎖のアルキルもしくはアルケニル基であり；各Xは独立して、水素、アルカリ
金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、モノ-、ジ-もしくはトリ- C1-4アルキルアンモ
ニウム、またはモノ-、ジ-もしくはトリ- C1-4ヒドロキシアルキルアンモニウム部分であ
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り、nは1～25である、組成物。
【請求項７】
　各Rが独立してC1-4アルキル基である請求項６記載の組成物。
【請求項８】
　成分a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレンホ
ルムアルデヒド縮合物スルホネートの比が、前記成分a)および成分ｂ)の混合物において
、5：95～95：5の範囲にある請求項６記載の組成物。
【請求項９】
　成分a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレンホ
ルムアルデヒド縮合物スルホネートとの比が、前記成分a)および成分ｂ)の混合物におい
て、10：90～90：10の範囲にある請求項８記載の組成物。
【請求項１０】
　成分a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレンホ
ルムアルデヒド縮合物スルホネートの比が、前記成分a)および成分ｂ)の混合物において
、25：75～75：25の範囲にある請求項９記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項６記載の少なくとも１種の分散剤組成物の分散有効量を含む、生物学的に活性な
懸濁濃厚物。
【請求項１２】
　殺虫剤、殺草剤、殺菌剤、植物成長調節剤またはそれらの混合物を含む請求項１１記載
の濃厚物。
【請求項１３】
　該分散剤組成物が、濃厚物の重量に基づいて1.0～20重量％の量で存在する請求項１１
記載の濃厚物。
【請求項１４】
　該分散剤組成物が、濃厚物の重量に基づいて2.0～7.5重量％の量で存在する請求項１３
記載の濃厚物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
発明の分野
　本発明は一般に、農薬処方物において有用な（アルキル）ナフタレンホルムアルデヒド
縮合物スルホネートおよびリグノスルホネートの相乗的ブレンドに関する。
【背景技術】
【０００２】
発明の背景
　リグノスルホネートおよびナフタレン縮合物スルホネートは共に、農業用処方物、詳細
には懸濁濃厚物、サスポエマルジョン、水分散性顆粒および湿潤性粉末における分散剤と
して使用される。典型的には処方物中に単独で使用されるが、最終生成物の物理的安定性
および／または希釈性能を改善するために一緒に使用される例がある。一緒に使用される
ときには、製造業者は、製造中に個々の液体または粉末を処方物中へと合わせる。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明者らは、リグノスルホネートおよびナフタレン縮合物スルホネートの改善された
ブレンドを見出した。より詳細には、リグニンスルホネートプラスナフタレン縮合物スル
ホネートの性能は、個々の粉末として一緒にブレンドされるまたは個々の溶液として処方
生成物に添加される代わりに、２種の溶液がブレンドされ、同時噴霧乾燥されるときに、
高められることが見出された。
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【０００４】
発明の概要
　本発明は一般に、農薬処方物において有用な（アルキル）ナフタレンホルムアルデヒド
縮合物スルホネートおよびリグノスルホネートの相乗的ブレンドに関する。より詳細には
、本発明は、相乗的な一緒に噴霧乾燥ブレンドされたリグノスルホネートおよびナフタレ
ン縮合物スルホネートに関する。
【０００５】
発明の詳細な説明
　本発明は、農業において有用な、改善された分散剤組成物に関する。本発明の分散剤組
成物は、a)　少なくとも１種のリグニンスルホネートとb)　少なくとも１種のナフタレン
縮合物スルホネートとのブレンドの自由流動粉末を含む。本発明の自由流動粉末は、成分
a)およびb)の水性溶液をブレンドした後、乾燥する工程によって得られる。乾燥は、種々
の手段によって行うことができ、それは、蒸発、凍結乾燥、噴霧乾燥等を含む。１つの実
施態様においては、乾燥は、（同時）噴霧乾燥工程において行われる。
【０００６】
　本発明者らは、リグニンスルホネートプラスナフタレン縮合物スルホネートの性能が、
個々の乾燥粉末として一緒にブレンドされるまたは個々の溶液として処方製品に添加され
る代わりに、該二つの物質の溶液をブレンドし、例えば噴霧乾燥により乾燥するときに、
高められることを見出した。
【０００７】
　典型的な成分a)は、リグニンスルホネートの水溶性塩であり、例えばリグニンスルホネ
ートのナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウムまたはアンモニウム塩が、本明
細書に開示された相乗的ブレンドの成分a)として好ましく使用される。リグニンスルホネ
ートのナトリウム塩が、ここで使用するために好ましい。追加の界面活性剤を含まない、
任意の市販されていて入手可能なリグニンスルホネート塩を、ここで便利に使用すること
ができる。市販されていて入手可能なリグニンスルホネート乳化剤は、限定されることは
ないが、次のものを包含する：Reax. RTM., LTS、LTKおよびLTM、それぞれ、リグノスル
ホネートのカリウム、マグネシウムおよびナトリウム塩（50%水性溶液）、スコット　ペ
ーパー社(Scott Paper Co.)、フォレスト　ケミカル　プロダクツ(Forest Chemical Prod
ucts)；Marasperse CR. RTM.およびMarasperse CBOS-3. RTM.、リグノスルホン酸ナトリ
ウム、およびMarasperse C21. RTM.、スルホン酸カルシウム、リード　リグニン社(Reed 
Lignin Co.)、Polyfon O.RTM.、Polyfon T.RTM.、Reax 88B. RTM.、Reax 85B. RTM.、リ
グニンスルホネートのナトリウム塩、ウェストヴァコ　ポリケミカルズ(Westvaco Polych
emicals)。
【０００８】
　成分b)は、式：
【化１】

のナフタレンホルムアルデヒド縮合物スルホネートであり、ここで、各Rは独立して、水
素、C1-30直鎖もしくは分岐鎖のアルキルもしくはアルケニル基、好ましくはC1-4アルキ
ル基であり；各Xは独立して、水素、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、
モノ-、ジ-もしくはトリ- C1-4アルキルアンモニウム、またはモノ-、ジ-もしくはトリ- 
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C1-4ヒドロキシアルキルアンモニウム部分である。上記式Iにおいて、R基は、ナフタレン
核の任意の位置に存在することができることが理解される。n群は、モノマー単位の繰り
返しを示す。大部分の実施態様においては、各nは平均して1～25である。
【０００９】
　式Iの（アルキル）ナフタレン縮合物スルホネートは好ましくは、ミルスタイン(Milste
in)による米国特許第5,110,981号明細書（引用することにより、本明細書に組み込まれる
）の方法によって製造される。この特許明細書に述べられているように、（アルキル）ナ
フタレン縮合物スルホネートは通常、モノ-およびジ-アルキルスルホネートの両方ならび
に、本発明の実施においてその使用を妨げない、少量の未反応のナフタレンおよび／また
はスルホン化されていないナフタレンを含む混合物の形態で得られる。
【００１０】
　一般に、成分a)およびb)は、100％活性物濃度で以下の比5：95～95：5で一緒に混合さ
れ、別の実施態様においては、10：90～90：10であり、別の実施態様においては15：85～
85：15であり、別の実施態様においては25：75～75：25であり、なお別の実施態様におい
ては50：50である。その後、それぞれの水性溶液が、本発明の自由流動粉末を製造するの
に使用するために、製造される。
【００１１】
　成分a)およびb)のそれぞれは典型的には、それぞれの合成経路から、45%固形分溶液と
して得られる。得られたなら、a)およびb)の水性溶液は一緒に混合されて、a)およびb)の
水性ブレンドを形成する。あるいは、成分a)およびb)ののそれぞれの乾燥もしくは半乾燥
粉末を使用することができる。該（半）乾燥粉末は、a)およびb)の水性ブレンドを得る目
的で水を添加する前および／または後に、ブレンドすることができる。
【００１２】
　ある量の溶液a)およびb) が一緒にブレンドされて、所望の比、例えば溶液a)およびb)
に存在するパーセント固形分に基づいて15：85～85：15を与える。溶液a)またはb)のどち
らかが、適当なタンクに仕込まれ、均質性を促進する目標温度、典型的には50～70℃に加
熱される。一旦目標温度に到達したなら、他方の溶液がタンクに添加される。その混合物
は、均質になるまで混合される。均質性は、溶液が乾燥される前に分析によって検証され
なければならない。
【００１３】
　その後、a)およびb)の水性ブレンドは、本発明の乾燥自由流動粉末を得るために乾燥さ
れる。１つの実施態様においては、液体ブンレドが、並流タイプの噴霧乾燥機を用いて乾
燥される。適当には、それは、上部供給(top-fed)の霧状化噴霧乾燥機である。乾燥機の
入口温度は149～260℃(300～500°F)の範囲にあり、出口温度は93～132℃(200～270°F)
の範囲にある。液体は、１分間に10～20ガロンの速度で乾燥機に供給される。
【００１４】
　（アルキル）ナフタレン縮合物スルホネートおよびリグノスルホネートの乾燥ブレンド
は、湿潤性の粉末、水分散性の顆粒、懸濁濃厚物およびサスポエマルジョンのための分散
剤として使用される。一般にブレンドは、湿潤剤または処方安定剤として作用する非イオ
ンもしくはイオン界面活性剤と共に使用される。ブレンドは、懸濁濃厚物およびサスポエ
マルジョンにおいて、1.0～20重量％、好ましくは1.0～12.5重量％処方物の濃度範囲で使
用される。理想的な実施態様は、2.0～7.5重量％を使用する。水分散性顆粒および湿潤性
粉末においては、使用割合は、1.0～25重量％、好ましくは2.0～15重量％であるが、最も
望ましくは2.5～10重量％であり得る。
【００１５】
　本発明の乾燥ブレンドは、1000ppm未満の水溶解度および50℃より大きい融点を有する
、任意の、かつ全ての殺虫剤、殺草剤、殺菌剤および植物成長調節剤を分散させるために
使用することができる。最も好ましい特性は、400ppm未満の水溶解度および40℃以上のガ
ラス転移温度である。
【００１６】
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　以下の限定されない実施例によって、本発明をここで説明する。
【００１７】
実施例：
　２種のアトラジン懸濁濃厚物を製造した：１つは、Morwet D-425プラスリグノスルホネ
ートを使用し、２種の乾燥生成物を乾燥ブレンドすることによって製造し、第２のものは
Morwet+リグニン粉末を使用し、それぞれの水性溶液が製造され、混合され、同時噴霧乾
燥された。以下の処方を使用して、懸濁濃厚物を製造した：
　アトラジン　　43.0重量％、
　分散剤ブレンド　　2.5重量％、
　水　　54.5重量％。
【００１８】
　対象物は、5ミクロンの平均粒径に乾燥粉砕し、よって出来上がった懸濁濃厚物は、湿
潤粉砕されなかった分散剤ブレンドを水に添加し、均質になるまで混合した。対象物がそ
の後、添加され、高剪断を用いて分散された。対象物の全てが湿潤にされ、分散されるま
で、剪断を続けた。懸濁濃厚物の懸濁性は、CIPACのMT161法を用いて測定した。
２種の懸濁濃厚物の懸濁性を測定し、その結果は次のようであった：
【００１９】
【表１】

【００２０】
　本発明の同時乾燥された分散剤を含む懸濁濃厚物の懸濁性は、従来技術に従う分散剤の
乾燥ブレンドを含む懸濁物と比べたとき、345ppmおよび1000ppmの水中で実質的に高い。
この結果は、驚くべきことであるとともに、かつ予想されないことである。
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